
清水丘地域水害ハザードマップにより大和川が氾濫した場合の浸水想定区域を確認しましょう！

最近は大雨による被害が全国各地で発生しており、住吉区においても平成29年10月の台風21号の襲来により、大和川
の水位が危険水位まで上がったことから、「避難準備・高齢者等避難開始」に続き、「避難勧告」が発令されました。
河川が氾濫するおそれのある場合は、早めに避難するなど、災害を回避するための適切な行動を取る必要があります。
この資料は、大和川が氾濫した場合の浸水想定や避難所情報、避難行動の目安など、水害時に役立つ情報を掲載して
いますので、いざという時の参考にしてください。

※平成２８年５月国土交通省大和川洪水浸水区域図より（総雨量３１６ｍｍ／１２時間で想定）

水害から命を守るために！
～大和川氾濫等の水害への備え～

清水丘地域版

清水丘地域水害ハザードマップ（※大和川が氾濫した場合）


